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技 術 開 発 課 題 完 了 報 告 書

ヒノキ耐陰性系統選抜法

非皆伐施業における樹下植栽技術開発の一環として, ヒノキ耐陰性品種の選定を行 う。

1 植栽翌年度に急減し,以降変動は少なく現在の枯損率で52%と なった。これは,照度12～ 19

%に対応する耐陰値と考えられる。

2.対象区との生長格差は,樹高で対象区の32%根元径で22%に なった。照度の影響は直径生長

に大きくなっている。

3 クローンの耐陰性は,ク ローン平均で評価すると,樹高,根元径,残存率で平均を上廻るも

の 5品種にとどまった。

昭和56～ 60年度 都 城 営 林 署

施

業

及

び

作

業

の

内

容

伐 採 の 方 法

んα 当た り本数

開発経過と調査内容

昭和54年 3月  播種 (ヒ ノキ クローン16種 )

昭和55年 10月  床替

昭和56年 3月  試験地設定,植栽

28年生 ヒノキ造林地内に16品種 1600本を普通植栽

昭和56・ 57年度  耐陰性区,普通造林区との比較

1 樹高で30%悪 く,そ の差は平均18御 であった。

2.根元径で耐陰性の生長は変らず普通造林区は倍増。

3.枝張では,耐陰性区23%増 ,普通造林区26%増で余り差はなかった。
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昭和59年度

昭和60年度

対照区との比較

樹高生長での格差は,18m 57の 94mと 年々拡大

根元径では,対象区の22ππに対 し耐陰性区はわずか 3御の生長

照度は,設定時と大差ない

枯損は,初年度に激減し以降微減を続けている

設定照度不足のため植栽木の枯損多発,生長も不成績で状況悪化のま 継ヽ続調

査,さ らにデータ収集を目的に昭和60年度まで続行。

生長は,対象区との格差拡大に鈍化の気配が感じられるものの生長は対照区の

1/3に とどよった。

耐陰性区の照度12%～ 19%で枯損率52%に達 し期待薄の結果になったが,残存

木について耐陰性の検討 してみると

試験クローンを上廻るもの

樹高で ・ 薩摩 4, 8号。伊佐 1,3号 。鹿児島 1, 2号 。姶良25号

根元径で ……薩摩 8号 伊佐 1, 3号 .鹿児島 1,2号。姶良25号。川辺25

号。出水 3号

樹高,根元径で …薩摩 8号.伊佐 1, 3号 .鹿児島 1, 2亀 姶良25号

残存率で :薩摩 4, 8号.伊佐 1号.鹿児島 1, 2, 3号 .姶良25号。川

辺 2,25号

樹高,根元径,残存率で ・・薩摩 8号.伊佐 1号.鹿児島 1, 2号。姶良25

号の 5ク ローンとなった。

評価及び普及指導

照度は少なくとも30%～ 35%は必要だといわれるが試験地は,そ の半分の12%～ 19%の範囲で推移

し,不成績の結果となった。

この結果から耐陰性クローンの選抜資料として検討すると,樹高,根元径生長,と残存率の三つの因

子で試験クローンの平均を上廻るグループは,薩摩 8号。伊佐 1号。鹿児島 1, 2号 .姶良25号の 5

クローンとなり, これ らが選抜優先クローンと考えられる。
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